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磨け われらは 黒石みかげ
第１学期最終号

先日は授業参観にお出でいただき感謝申し上げます。今日、１学期の終業式を無事に終
えることができました。改めて保護者の皆様のご支援に敬意を表します。
３月１１日の東日本大震災以来、放射線対策などで通常の教育活動が阻害され、子ども

たちには、たいへん申し訳ない状況での１学期でした。しかし、子どもたちは、毎日元気
に登校して、事故もなく過ごしています。学校では、２学期に向けての諸計画も徐々に進
み、充実した学習活動を提供できる様にがんばっております。
夏休み期間中は、ゆっくり休ませるとともに、学習習慣を崩さないようにご配慮お願い

いたします。怪我や事故のないことを祈っております。

第１学期の成果と課題
１ 学習について
（１）原発事故による諸活動の制限

○植物の栽培活動、理科の植物観察等制限はあったものの、職員が植え育てたり、市
販の土を活用したりと工夫して行うことができました。
○体育等で校庭を使う時間が制限されている中、体育館の効果的活用・工夫した教育
活動を提供できました （休み時間を含めて、１時間のみ校庭に出しています。児童。
は、自分で時間を計算して活動をしています ）。
○４，５年生の宿泊学習、運動会を２学期に行うことができます。

（２）学習活動の完全履修
○第１学期は、１週間開始が遅れましたが、何とか第１学期終了までに予定された内
容を消化できました。夏休みには、練習問題を多く解いて、学習内容をさらに定着で
きるように言葉かけ下さい。

（３）御舘伝統の体つくり（陸上、球
技、水泳等）については、校庭と
プールが思うように使えない状況
でしたので、活動はしませんでし
た。体育館での体つくり運動等、
わずかですが、継続して行ってお
ります。

２ 生活一般について 【授業参観：１年生 【授業参観：下枝３年生】】
（１）大きな事故・事件がなかった。
（２）いじめ・不登校＝０であった。
（３）制限された学校空間で、子どもたちは、精一杯活動し、ストレスを感じさせない表

情があった 「心のケア」については、忘れることなく継続して見守っていきます。。

３ 地域・保護者連携について
（１）ＰＴＡ活動が活発に行われ、奉仕作業や放射能除染活動が効果的に行われました。

※今後、さらに奉仕作業や除染活動など、多くお願いしたいと考えております。
（２）地域学習や地産地消に関する教育活動が放射線の影響で思うようにできなかった。
（３）夏季休業中、中田公民館でお知らせの通り「サマースクール」があります。冷房の

効いた部屋でお勉強や読書の機会を提供して下さいました ぜひ 行ってみて下さい。 、 。

職員の人事異動のお願い
①７月２５日（月）辞令交付（※本校ホームページ掲載１３：００以降）
②７月２６日（火）新聞発表
③７月２９日（金）離任式８：３０～（※御舘中学校は、同日１３：００）
※夏休み期間中ですので、 で行います。参加できる児童のみ

④８月 １日（月）転入職員着任（※児童との対面式は、８月２５日（木）
第２学期始業式で行います ）。

全校児童数

１ ４ ２ 名



夏休みの意義と事故防止

◇夏休みは、まず学習計画の達成を一番に考えましょう。
◇夏休みにしかできないことを企画しましょう。
◇親子で過ごすよさを体感させましょう。

※休耕田や野外に放置されている「稲わら」には、近づかない様にご指導下さい。

…

御舘小学校教育目標
《スローガン：みがけ我らは黒石みかげ》

○み：みんなで 助け合う 子ども
○か：かんがえ 伝える 子ども いつも心の中に
○げ：げんきに きたえる 子ども


